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(2) 報広町
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米 争1モ ヲIE-米ぅ将来

和日百

幸せ運ぶ国民年金
年
金
制
度
は
、
会
社
や
工
場
に
勤
務
す
る
人
を
対
象
と
し
た

厚
生
年
金
保
険
、
信
貝
を
対
象
と
し
た
船
員
保
険
、
官
公
庁
に

勤
務
す
る
公
務
員
や
公
共
団
体
の
職
員
な
ど
を
対
象
と
し
た
各

種
共
済
組
合
、
農
業
や
自
営
業
を
営
む
人
な
ど
を
対
象
と
し
た

国
民
年
金
に
分
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の
国
民
は
、
二

O
才
か
ら

い
ず
れ
か
の
年
金
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ぅ1モ 争IE- 争終 争IE- うい うド
争終米ぅIE- う将 来米

加
入
さ
れ
な
い
と

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
(
公
的
年
金
制
度
を
中
途
で

や
め
て
放
置
し
て
を
人
主
主
て
)

は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
将
来
の

年
金
手
詰
権
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
納
付
期
間
は
、
六
十
歳
ま
で

の
聞
に
最
底
二
十
五
年
の
納
付
を
必

要
と
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
氏
加
入
し
な
い
と
、
将

来
老
い
て
か
ら
ど
こ
か
ら
も
安
婦
年

金
を
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
重

い
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
っ
て
体
の
機
能

K
障
害
が
生
じ
た
と
き
、
ま
た
死
亡

な
ど
に
よ
っ
て
起
る
生
活
の
歪
塞
寸

の
保
障
が
ど
こ
か
ら
も
あ
り
ま
せ
ん
。

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
方
で

奥
様
も
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
ま
す
か

国
民
年
金
は
自
営
業
の
方
や
農
業

の
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
ご

主
人
が
厚
生
年
金
保
険
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
ご
家
庭
の
血
穣
万
も
加
入

で
き
、
現
在
、
約
六
ハ
む
万
人
が
加

入
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
血
穣
の
意
志
に
よ
っ
て
加

入
で
き
る
任
意
加
入
の
制
度
で
す
。

奥
様
が
任
意
加
入
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
将
来
、
ご
夫
婦
そ
ろ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
卓
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
ご
自
分
が
病
気
や
け
が
を
さ
れ

た
と
き
は
障
害
年
金
が
、
ま
た
、
ご

主
人
が
万
一
の
と
き
は
厚
生
年
金
保

険
な
ど
か
ら
の
遺
族
年
金
に
あ
わ
せ

て
、
国
民
年
金
か
ら
母
子
年
金
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

消
費
者
物
価
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
上
昇
し
た
と
き
に
は
、
そ
れ
に
あ

わ
せ
て
年
金
額
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
年
金

額
の
ね
う
ち
が
下
が
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
付
加
保
険
料

を
納
め
て
お
り
ま
す
か

若
い
う
ち
に
多
く
の
保
険
料
を
納

め
て
、
将
来
、
よ
り
多
い
年
金
を
受

け
る
こ
と
を
希
望
す
る
人
は
、
定
額

保
険
料
K
加
え
て
、
付
加
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
付
加
年
金
制

度
が
あ
り
ま
す
。

付
加
保
険
料
は
一
ヶ
月
四
ハ
む
円

で
、
定
額
保
険
料
を
納
め
て
い
る
人

な
ら
誰
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す。
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
の
額
は
保

険
料
を
納
め
た
期
聞
に
応
じ
て
計
算

さ
れ
ま
す
か
ら
、
定
額
保
険
料
の
他

に
応
じ
て
、
一
定
の
額
が
上
積
さ
れ

た
よ
り
高
い
老
齢
年
金
が
亨
翁
さ
れ

ま
す
の
で
手
続
き
が
早
け
れ
ば
そ
れ

だ
け
有
利
に
な
り
ま
す
。

「
あ
な
た
も
早
い
機
会
民
付
加
保

険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
」

申
し
込
は
役
場
氏
「
国
民
年
金
付

加
保
険
料
納
付
申
請
書
」
を
提
出
す

る
だ
け
で
済
み
ま
す
。

障
害
者
で
ニ

O
才
に
な
っ

た
人
に
は
障
害
福
祉
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
の
障
害
年
金
は
、
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
る
期
間
中
に
か

か
っ
た
病
気
や
け
が
が
も
と
で
障
害

者
に
な
っ
た
場
合
K
支
給
さ
れ
ま
す

が
、
国
民
年
金
氏
加
入
す
る
の
は
二

O
才
か
ら
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

二
O
才
に
な
る
前
の
病
気
や
け
が
が

も
と
で
障
害
者
に
な
っ
た
場
合
や
先

天
性
の
心
身
障
害
で
困
っ
て
い
る
人

達
K
は
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
せ
っ

か
く
二

O
才
に
な
る
ま
宅
は
児
童
扶

華
子
当
や
特
別
児
童
涙
養
手
当
を
受

け
て
い
て
も
、
二

O
才
に
な
る
と
固

か
ら
の
手
当
が
打
切
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
の
で
不
公
平
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
人
に
は
二

O
才

か
ら
壁
ロ
福
祉
年
金
を
守
癒
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
障
害
福

祉
年
金
は
、
障
害
の
原
因
と
な
っ
た

唇
気
や
け
が
が
二

O
才
前
に
す
で
に

病
状
が
固
定
し
て
い
る
と
き
は
二

O

才
に
な
っ
た
月
の
翌
月
分
か
ら
二

O

才
を
す
ぎ
て
か
ら
症
状
が
固
定
し
た

と
き
は
固
定
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら

守
也
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

障
害
福
祉
年
金
の
額
は
昭
和
五
十

一
年
十
月
か
ら
、
障
害
の
程
度
が
一

級
の
場
合
で
年
額
、
二
四
三
、
六

O

O
円
(
月
額
二

O
、
三

O
O円
)

二
級
の
場
合
で
年
額
、
二
ハ
二
、

O

Q
U円
(
月
額
二
二
、
五

O
O円
)

と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
障
害
福
祉
年
金
は
、
厚
生
年

金
な
ど
他
の
制
度
か
ら
年
金
を
受
け

て
い
る
と
き
や
、
本
人
や
悲
費
義
務

者
な
ど
に
あ
る
程
度
の
所
得
が
あ
る

と
き
は
、
+
マ
絡
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

二
O
才
前
に
重
い
病
気
に
か
か
っ

た
り
、
身
体
障
害
者
に
な
っ
た
人
は

二
O
才
に
な
っ
た
と
き
に
役
場
、
国

民
年
金
係
ま
で
に
相
談
さ
れ
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
l



グ
万
一
に
備
え
て
4

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
よ
う

四
、
共
済
掛
金

年

額

一

人

五

ハ

)O円
で
す
。

五
、
不
幸
に
し
て
交
通
災
害
を
受
け

た
場
合
の
見
舞
金
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。

六
、
交
通
災
害
と
は

自
動
車
、
電
車
、
汽
車
、
飛
行

機
、
バ
イ
ク
、
農
耕
用
テ
イ
ラ
ー

自
転
車
等
の
運
行
K
よ
り
生
じ
た

人
身
事
故
(
自
損
行
為
も
含
む
)

七
、
そ
の
他
の
間
合
わ
せ
は

昭
和
町
役
場
総
務
課
交
通
共

皆
保
で
ん
わ
(
昭
和
)
二
、
一

二
番
へ

家
族
ぐ
る
み
で

報

毎
日
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
が
交
通
事

故
を
報
道
し
て
お
り
ま
す
。
交
通
戦

争
と
ま
で
言
わ
れ
る
現
在
、
身
近
な

問
題
と
し
て
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
お
互
に
交
通
安
全
は

祈
願
し
て
い
る
も
の
の
、
災
害
は
自

分
だ
け
の
注
意
力
で
は
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

万
一
の
と
き
に
備
え
て
、
「
家
族

ぐ
る
み
」
で
山
梨
県
交
通
災
害
共
済

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
加
入
推
進
期
聞
は

昭
和
五
十
二
年
三
月
一
日
か
ら

三
月
三
十
日

※
各
部
落
の
母
の
会
の
管
貝
さ
ん

が
、
各
戸
を
訪
問
し
ま
す
。

二
、
昭
和
町
に
在
住
し
、
住
民
登
録

の
し
て
あ
る
方
、
ま
た
は
外
国
人

登
録
の
し
て
あ
る
方
な
ら
年
令
を

聞
い
ま
せ
ん
の
で
、
家
族
ぐ
る
み

で
加
入
で
き
ま
す
。

三
、
加
入
申
し
込
み
は
、
各
区
の
交

通
安
全
母
の
会
の
管
貝
さ
ん
が
、

各
戸
を
訪
問
さ
れ
申
込
書
を
配
布

し
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
家
族
ぐ
る

み
の
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、

続
柄
を
記
入
し
、
掛
金
を
添
え
て

管
貝
さ
ん
に
お
渡
し
下
さ
い
。

広町和日百(3) 

見 舞金の額
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死
災

週目上 E 百自以上月ヶ

亡
蛍仁コ三

事傷害君

傷室の主

の
ケ ケ

満傷害未の月ヶ

ケ

満喜長i 傷害

書未満の月
程

度

5百8鮪そ8 望世
金

一

百
一 ー

五万円 O 万円万円 百万円 額

又
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長町

グ
申
告
は
b
す
み

で
し
ょ
う
か
グ

期
限
は

三
月
十
五
日
ま
で
で
す

三
月
十
五
日
は
、
所
得
税
、
個
人

事
業
税
の
申
告
期
限
で
す
。

こ
の
申
告
は
、
あ
な
た
が
昨
年
一

年
間
K
得
た
所
得
額
を
計
算
し
て
、

自
分
で
申
告
し
て
い
た
だ
く
制
度
で

す。
ま
ず
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
た
は
、
商
工

業
等
の
董
斎
得
や
、
家
賃
な
ど
不

動
産
か
ら
生
ず
る
所
得
の
あ
る
人
で

五
十
一
年
中
の
所
得
の
金
額
と
、

基
礎
控
除
や
基
費
控
除
な
ど
の
控
除

宏
昇
結
と
比
較
し
て
所
得
額
の
方

が
大
き
い
か
た
と
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

な
ど
の
給
長
所
得
者
で
、
五
十
一
年

中
の
給
与
等
の
収
入
金
額
が
一
千
万

円
を
越
え
て
い
る
か
、
二
十
万
円
を

越
え
る
給
与
以
外
の
所
得
が
あ
る
場

A
R
ま
た
二
ケ
所
以
上
か
ら
給
与
政

入
を
得
て
い
る
か
た
で
す
。

家
を
新
築
購
入
の
方
は

控
除
が
あ
り
ま
す

昭
和
四
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
昭

和
五
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の
聞
に
、
家
を
新
築
又
は
購
入
(
い

ず
れ
も
床
面
積
で
、
昭
和
四
十
七
年

と
四
十
八
年
は
一
二

O
平
方
メ

1
ト

ル
以
下
、
昭
和
四
十
九
年
は
二
ハ
五

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
)
さ
れ
た
場
合

は
、
居
住
し
た
年
か
ら
三
ヶ
年
聞
に

わ
た
っ
て
、
各
年
分
の
所
得
税
の
額

か
ら
曇
両
三
万
円
(
昭
和
四
十
七
年

と
四
十
八
年
は
二
万
円
)
ま
で
が
控

除
さ
れ
ま
す
。

同
控
除
に
必
要
な
書
類

め
建
築
確
認
通
知
書
の
写
し

め
登
記
簿
謄
本
や
請
負
契
約
書
ま
た

は
売
買
契
約
書
か
、
そ
の
写
し

①
住
民
票
の
写
し

ま
た
、
給
量
所
得
者
で
昨
年
ま
で

に
確
定
申
告
を
し
、
控
除
を
受
け
た

方
は
、
年
末
調
整
だ
け
で
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。



(4) 報広町

小
松
田
川
改
修
完
成
近
し

(
清
水
新
居
)

昭
和
町
の
北
端
、
甲
府
市
と
の
境

を
流
れ
る
小
松
田
川
(
清
水
新
居

は
、
都
市
化
が
急
激
に
進
み
川
の
汚

染
、
一
向
渇
が
著
し
く
、
地
方
病
予
防

と
併
せ
て
改
良
に
迫
ま
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
昨
年
度
か
ら
二
年
継
続
事

業
で
工
事
が
進
め
ら
れ
、
今
年
三
月

中
氏
工
事
完
了
の
予
定
で
す
。

経
長
一
、

O
五
九
メ
ー
ト
ル
で
巾

二
・
二
メ
ー
ト
ル
二
回
同
さ
一
、
二
メ
ー

ト
ル
の
溝
渠
に
側
道
三
メ
ー
ト
ル
が

付
け
ら
れ
た
大
型
の
も
の
で
完
成
後

は
、
関
係
利
用
者
に
と

っ
て
は
、
利

用
度
が
高
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

手口日百

(河東中島)

河東中島の今年 42才の厄年を迎えた有志は、厄払い

に部落のためになにか役立てたいと話し合い、地元の万

ーの火災に備え、消化詮の近く 6ケ所に消火施設一式を

寄付されました。

早々各個所に備えつけられた施設の使用方法を消防団

員から説明を受け、いさeの時に備え真剣に訓練しました。

消火施設を寄贈厄年

メ
(
f
l
u

力戸田」
き歩

依
田
君
山
梨
県
書
道
会
賞
に

山
白
書
き
初
め
席
書
き
大
会

第
三
十
七
回
山
白
書
き
初
め
席
書

き
大
会
の
審
査
が
二
月
十
三
日
午
前

九
時
か
ら
山
梨
文
化
会
館
地
下
ホ
|

ル
で
聞
か
れ
、
参
加
、
一
万
三
千
八

百
七
十
六
点
の
中
か
ら
、
押
原
中
学

校
二
年
生
の
依
田
貴
雄
君
(
西
条
二

区
)
が
山
梨
県
書
道
会
賞
陀
選
ば
れ

ま
し
た
。

花
形
さ
ん
第
二
位
に

県
県
下
中
学
校
英
語
ハ
弁
論
文
会
〉

山
梨
星
高
等
学
校
教
育
研
究
会
主

催
-
山
梨
県
教
育
委
員
会
後
援
の
、

中
高
生
徒
英
語
暗
諦
(
弁
論
)
大
会

が
二
月
十
一
日

六金
)
建
国
記
念
日

比
、
山
梨
英
和
短
大
グ
リ
ン
パ
ン
グ

ホ
l
ル
で
開
ら
か
れ
、
参
加
二
十
五

校
、
人
員
六
十
名
の
中
で
押
原
中
学

校
か
ら
三
年
生
の
花
形
知
子
さ
ん

(
紙
漉
阿
原
)
が
出
場
し
、
出
場
順

位
一
番
バ
ッ
タ
ー
で
熱
弐
み
ご
と

第
二
位
の
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

昭
和
町
名
人
に

米
山
さ
ん
(
囲
碁
〉

五
味
さ
ん
将
棋
)
が

第
十
五
回
、
昭
和
町
文
化
協
会
主

催
、
囲
碁
、
将
棋
大
会
は
、
二
月
十

三
日
(
日
)
中
央
公
民
館
和
室
で
町

内
の
有
段
者
が
集
ま
り
盛
大
に
開
か

れ
ま
し
た
。

結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

囲
碁
の
部

(
A
級
)

優
勝
米
山
岩
雄
さ
ん
(
西
条
)

二
位
深
沢
博
己
さ
ん
(
押
越
)

三
位
輿
石
善
平
さ
ん
(
中
島
〉

囲
碁
の
部

(
B
級
)

優
勝
花
形
能
弘
さ
ん
(
阿
原
)

二
位
長
沼
忠
勇
さ
ん
(
河
西
)

三
位
角
野
惣
作
さ
ん
(
西
条
)

将
棋
の
部

傷
勝
五
味
一
素
さ
ん
(
西
条
)

二
位
金
丸
進
さ
ん
(
中
島
)

三

位

新

井

泰

夫

さ

ん

両

尽

い
よ
い
よ

ス
ポ
ー
ツ

シ
ー
ズ
ン
に

ー
卓
球
大
会
聞
か
れ
る
l

昭
和
町
体
高
会
主
催
、
第
十
七

回
卓
球
大
会
が
二
月
二
七
日
(
日
)

押
小
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

個
人
戦
団
体
戦
(
部
落
別
)

特
別
迷
人
戦
に
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
、
個
人
男
子
総
合
で
長
田
弘
道

さ
ん
(
西
条
二
区
)
個
人
女
子
総
合

で
萩
原
梅
子
さ
ん
(
河
西
)
が
優
勝

し
ま
し
た
。

ま
た
特
別
迷
人
戦
(
男
子
五
十
才

以
上
、
女
子
四
五
才
以
上
)
の
な
ご

や
か
戦
に
会
場
か
ら
笑
い
と
大
き
な

拍
手
が
お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

団
体
戦
優
勝
西
条
二
区
二

位

河

西

三
位
河
東
中
島

個
人
戦
二
十
九
才
ま
で

男
子
伊
藤
靖
人
(
阿
原
)

女
子
萩
原
梅
子
(
河
西
)

三
十
才
l
三
十
九
才

男
子
千
野
清
造
(
西
条
二
区
)

女
子
井
上
節
子
(
上
河
東
)

四
十
才
以
上

男
子
長
田
弘
道
(
西
条
二
区
)

女
子
依
田
和
江
(
河
西
)

特
別
迷
人
戦

今
津
真
(
築
地
新
居



報広町

日
一
日
と
寒
さ
も
や
わ
ら
ぎ
、
町

の
保
育
園
か
ら
、
・
:
春
よ
こ
い
、
早

く
こ
い
と
唄
ご
え
が
聞
か
れ
、
い
よ

い
よ
入
学
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。

新
入
学
す
る
お
子
さ
ん
の
い
る
ご

家
庭
で
は
、
喜
び
と
と
も
に
、
な
に

か
と
不
安
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
幼
稚
園
や
壁
同
園
な
ど
に
通

っ
て
い
た
お
子
さ
ん
は
、
集
団
生
活

に
相
当
な
れ
て
い
る
の
で
心
配
は
な

い
で
し
ょ
う
が
、
ご
家
庭
で
お
母
さ

ん
や
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
そ
だ
て
ら

れ
た
お
子
さ
ん
は
、
と
か
く
親
の
あ

ま
や
か
せ
も
手
伝
っ
て
、
自
分
の
こ

と
は
自
分
で
す
る
と
い
う
よ
う
な
心

が
け
が
欠
け
が
ち
で
す
。

入
学
前
に
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
身

応
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

和昭(5) 

新入学児童数(予定) 2月現在

西条保育園(卒) 2 4名

押原 /ノ 1 9名

常永 が 1 8名

上河東 // 
9 

9名

その他 // 2 8名

計 9 8名

自
分
の
名
前
が
い
え
る
よ
う
、
か

け
る
よ
う
、
よ
め
る
よ
う
に
、
あ
い

さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に
、
ハ
イ
と
イ

イ
エ
の
意
思
表
示
が
で
き
る
よ
う
に

ハ
ン
カ
チ
や
チ
リ
紙
の
使
い
方
や
そ

の
し
ま
っ
、
用
便
が
一
人
で
た
せ
る

よ
う
に
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

か
ら
だ
と
心
の
治
療
を

一
月
比
小
学
校
で
行
い
ま
し
た
就

学
前
の
健
康
診
断
の
結
果
は
、
大
部

分
の
児
童
は
特
別
の
異
状
は
な
い
よ

う
で
す
。

異
状
を
認
め
ら
れ
た
か
た
は
、
入

学
前
の
こ
の
期
間
を
利
用
し
て
対
策

を
講
じ
な
い
と
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

上
で
ひ
け
目
を
と
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
後
の
学
習
に
影
響
が
あ
り
ま
す

の
で
、
治
療
、
矯
正
な
ど
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

昭
和
五
十
二
年
度

県

政

モ

タ

l
募
集

ー
こ
応
募
は
早
め
に
l

県
で
は
、
臼
年
度
「
県
政
モ
ニ
タ

ー
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

。

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

県
政
に
つ
い
て
提
案
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査

。

任

期

昭
和
五
十
二
年
四
月
か
ら
昭
和
五

十
三
年
三
月

。

募
集
人
員

県
下
百
三
十
名

。

応
募
資
格

山
梨
県
民
居
住
し
て
い
る
満
二
十

歳
以
上
の
方
、
性
別
、
学
歴
は
問

い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
次
の
方
は
応

募
で
き
ま
せ
ん
。

O
国
ム
逗
替
貝
お
よ
び
地
方
公
共
団

体
の
議
会
の
蕃
員

O
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地

方
公
務
員

。
過
去
に
県
政
モ
ニ
タ
ー
の
経
験

の
あ
る
方

。

申
し
込
み
締
切

三
月
十
五
日

。

申
し
込
方
法

県
政
モ
ニ
タ
ー
に
応
募
し
ま
す
。

住
所
・
郵
伊
審
号

氏
名

生
年
月
日
(
年
齢
)
性
別

職
業
(
具
体
的
に
記
入
)
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申
し
込
み
先

山
梨
県
庁
内

峡
中
地
方
県
民
室



(6) 報広町

日

時

社交ダンス部

和

毎月第一、第四(木)

午後 7- 1 0時

B~ 

時

間

し公 民 館 の 催

中央公民館講堂

町内在住の方ならどなた

でも

所

参加資格

場

管 3737西河先生
“，
 

干
巾
叩

'門戸口講

青年学級

3月 15日(火)

1 7日(木)

22日(火)

24日(木)

部

楽しい写真募集

盲写
伊
国
(ω守
(ω

午後 7: 3 0分

中央公民館(講議室)

山梨県教育センター

甲斐志郎先生

4 月~ 5 3年 3月までの行事予定

ベン習字・社交ダンス・話し方教室他

問

所

師

時

場

講

しめ切 1 0月 30日まで

テーマ 自由(特に家庭内の記念写真)

サイズ 自由(白、カラー可)

賞品 多数用意あり

展覧 町文化祭

審査 文化協会写真部

尚、写真部では、初心者の部員を募集

していますO

妊
婦
健
康
相
談
(
母
子
健
康
手
帳
交
付
日
)

家庭教育学級

3月 9日(水)

16日(水)

23日(水)

毎
月
第
一
、
三
土
曜
日

持

ち

も

の

印

鑑

行政相

後 1----3時

3月 15日(火〉

5 2年

4月 1日〈金〉

中央公民館

談

とき

中央公民館(講議室)所場

午後 1時一 3時間時

2才一 5才児を持つ母親対象者

午
前
九
時
l
十
二
時

場所

心配ごと相談

後 1----4時

子供の性教育、強い意志を
~ 

廿内
3月 16日〈水〉

4月 8日〈水〉

とき

育てる、子供とテレビ
中央公民館場所


